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                     ※   
課題名  Ｇ－２ 北東アジアにおける砂漠化アセスメント及び早期警戒体制 (EWS)構築のた

めのパイロットスタディ  
課題代表者名  武内和彦（国立大学法人東京大学大学院農学生命科学研究科）  

研究期間  平成16－18年度  合計予算額  206,009千円（うち18年度 67,355千円）  
「※上記の予算額には、間接経費47,545千円を含

む」  

研究体制  
（１）統合モデルを用いた砂漠化EWSの構築  

• 砂漠化の統合モデリングとアセスメントについての研究（国立大学法人東京大学）  
• 砂漠化対処プログラムの社会経済的評価についての研究（国立大学法人広島大学）  
• 砂漠化対策技術の多面的評価についての研究（国立大学法人岡山大学）  

（２）砂漠化指標の長期的モニタリングのための観測手法の標準化  
• 気候変動モニタリングとアセスメントについての研究（国立大学法人東京大学）  
• マイクロ波センサによる土壌水分の推定ついての研究（国立大学法人東京大学）  
• 二方向性反射効果による植生型の推定についての研究（国立大学法人千葉大学）  

（３）土壌・植生・水文解析による土地脆弱性の評価  
 １）フィールド調査による土地脆弱性の評価  

• 人為撹乱と植生・土壌・風食量の関連についての研究  
（農林水産省独立行政法人農業環境技術研究所）  

• 人為撹乱と水食量の関連についての研究（国立大学法人筑波大学）  
  ２）植物の生理生態特性に基づく土壌劣化の評価（環境省独立行政法人国立環境研究所）  
研究概要  
１．序（研究背景等）  
国連砂漠化対処条約・科学技術委員会のEWSアドホックパネル（本研究課題代表者である武内和

彦が議長）は、数年オーダー以上の砂漠化を対象としたEWS（砂漠化EWS）は世界的に未確立であ

り、土地の脆弱性に注目した、長期的なリスク管理につながる砂漠化EWS構築のためのパイロット

スタディを早急に開始すべきであると勧告した。本研究課題は、この勧告に基づき、日本政府の支

援を得て、砂漠化EWS構築のためのパイロットスタディを北東アジアで実施した。  
 
２．研究目的  
既存の砂漠化防止研究では広域モニタリングと現場における現象解明と防止対策の議論が乖離し

ており、基準・指標、モニタリング・アセスメント、EWS、総合生態系管理といったテーマ間の連

携が十分図られていない。砂漠化EWSにおいては、そうしたテーマ間の連携を含め、砂漠化評価・

対策研究を総合化し、政策・土地管理の施策の提言を行える科学的な手法を開発する必要がある。

そこで、本研究課題では、統合モデルをプラットホームとして、広域・局地両スケールにまたがる

砂漠化の基準・指標、モニタリング・アセスメントを砂漠化EWSのフレームワークに内在させた統

合的なシステムを構築した（図１）。同時に、統合化を通して、立地毎に大きく異なる長期的な土

地劣化のリスク（図２）を把握し、土地の脆弱性評価を通した広域スケールでの砂漠化評価を可能

にした。このようにして構築された砂漠化EWSによって、政策オプションの客観的評価を可能とな

り、最も妥当で実現可能な土地利用方策の提案と、その費用対効果の提示を行った。  
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図１ 統合化の概念図             図２ 土地の脆弱性の概念図  
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 以上の目的のために、 (1)統合モ

デルを用いた砂漠化EWSの構築、 (2)
砂漠化指標の長期的モニタリングの

ための観測手法の標準化、 (3)フィー

ルド調査による土地脆弱性の評価、の

３サブテーマ（以下 (1)、(2)、(3)と省

略）を有機的に連携させながら、学際

的・国際的な研究を推進した。まず (2)
では、リモートセンシング、モデルシ

ミュレーション、 GISを援用し、植

生・土壌等の劣化に注目した砂漠化指

標の広域的・長期的把握のための手法

の開発・標準化を目指した。(3)では、

フィールド調査および成長実験を通

して、立地毎に異なる砂漠化プロセス

と土地の脆弱性を詳細に評価し、持続性を保障する基準

を設定した。 (1)では、 (2)(3)の成果を踏まえて、広域砂

漠化評価と、様々なシナリオにおける砂漠化対処施策の

費用対効果を提示した。  
 
３．研究の方法及び結果  

本研究課題では、図3に示すように、砂漠化段階の広

域的・長期的トレンドアセスメントは、 (3)のフィール

ド調査で得られる立地毎の砂漠化プロセスおよび基準

を広域的に把握できる指標を用いて把握し、 (2)の広域

スケールの指標の観測と組み合わせ、両空間スケールの

研究の長所を活かした定量的な統合化を行った。一方、

シナリオアセスメントは、 (1)で、人為圧力と砂漠化の

関係を表現しうる生態系モデルと、砂漠化対処施策モデ

ルの組み合わせにより行った。その際、生態系モデルは

(3)によって得られる砂漠化プロセスとその鍵となる要

因をもとに構築した。  
 対象地として、気候植生帯がステップ草原からゴビス

テップ草原へと移行するモンゴル国ヘンティ県、中央ゴ

ビ県、南ゴビ県、および非成帯性の砂質土壌の地域であ

る中国内蒙古自治区ホルチン砂地を選定した。  
 
（２）砂漠化指標の長期的モデリングのための観測手法

の標準化  
本サブテーマは、広域スケール・長時間スケールでの

砂漠化指標の取得のための手法の標準化と指標の整備

を目的とした。本研究課題全体に対しては、本サブテー

マで得られた結果は、砂漠化基準と比較することで広域

スケールでの砂漠化地図を作成することに用いられる。数年以上のオーダーで顕在化する砂漠化プ

ロセスを正確に把握するために、砂漠化の最も重要な指標の一つと考えられている土壌侵食量の推

定を行った。その推定に際し、これまで推定誤差の問題となってきた累積誤差を避けるために、土

壌侵食量に影響する要因を直接リモートセンシングなどによって取得する手法の開発に重点を置

いた。  
 風により土壌が侵食される風食については、オーストラリアのCSIROにおいて開発されたWind 
Erosion Assessment Model（WEAM）を用いた。WEAMは、気象・植生・水文・土壌をパラメータと

し、風食量を推定する。本研究ではこれらのパラメータのうち、従来長期間の推定が難しかった土

壌水分について、衛星リモートセンシングによる直接測定を試みた。水分に対する高い感度をもつ

衛星マイクロ波リモートセンシングはもっとも有用な手段の一つであると考えられているが、乾燥

図４ マイクロ波リモートセンシング

による夏季土壌水分の変動傾向（1988
～2006年）  

 
風食量 [log mg/sq.m/s] -15 4  
図５  WEAMにより推定された風食量

(1988～2002年 ) 

水食量  [log/ha/yr]    -6 3  

図６  RUSLEにより推定された水食量  
(1988～1999年 )
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図３ 本研究課題の構造と連携 
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度が高い状態や長期適用が可能な高い周波数領域では推定精度に不確定性が指摘されてきた。そこ

で、地上実験により得られた詳細なマイクロ波放射伝達特性に関するデータをもとに、土壌中の体

積散乱と土壌表面での表面散乱を記述できる放射伝達モデルを開発し、それを北東アジア乾燥域に

おける衛星観測データに適用して、乾燥状態から湿潤状態まで広い範囲にわたってマイクロ波輝度

温度を合理的にシミュレーションできる手法を開発した。そして、1988～2002年の14年間の土壌水

分を広域スケールで把握した（図４）。これらのデータを用いて、北東アジア乾燥域の風食量推定

を行った（図５）。過去の主要都市におけるダスト観測データを用いた発生量の空間分布と長時間

変動、また過去の風食推定研究との風食量の総量の整合性を検証し、妥当な値であることを確認し

た。一方、水による土壌侵食（水食）については、米ミシガン大学により作成されたRevised Universal 
Soil Loss Equation (RUSLE) を用いた。RUSLEは、気象、地形、土壌および植生についてのパラメ

ータを要求する。RUSLEは経験式のため、現地における詳細な水食データとの比較調整が不可欠で

ある。サブテーマ３と共同し、現地の土壌水食実験より土壌パラメータを取得すると共に、推定さ

れた水食量を現地データと詳細に比較調整し、妥当な値を得た。そして、1988～1999年の11年間の

水食量推定を行った（図６）。  
 
（３）土壌・植生・水文解析による土地脆弱性の評価  

本サブテーマでは、多様な立地における砂漠化プロセスの解明と基準の設定をした。本研究課題

全体に対しては、持続性の観点から指標に意味づけを行う（＝基準を設定する）こと、および予測

シミュレーションのための砂漠化プロセスの解明や鍵となる植物の生理生態の把握といった役割

を担った。本サブテーマはさらに２つのテーマに分割される。サブサブテーマ１）においては、フ

ィールド調査により、様々な立地の放牧強度の異なる場所において砂漠化に関連する指標を調査

し、砂漠化プロセスを総合的に解析し、また不可逆的退行をもたらす基準を設定した。一方、サブ

サブテーマ２）において実験室での発芽・成長実験を通して、様々な環境要因を独立に変化させ、

植物生理動態を解析した。  
 

１）フィールド調査による土地脆弱性の

評価  
 サブサブテーマ１）においては、多様

な立地および放牧圧における、植生・土

壌・水文の調査を通して、砂漠化プロセ

スの解明および基準の設定を行った。本

サブサブテーマでは以下の２つの異なる

戦略で、多様な立地および放牧圧下で見

られる砂漠化プロセスを解明する： (a) 
重点的調査：異なる放牧圧履歴を持つ地

点に牧柵を設置し、回復試験により基準

を設定する。 (b) 広域調査：立

地による砂漠化プロセスの差異

を特定する。  
 (a) の重点的調査のために、

モンゴル国中央ゴビ県と南ゴビ

県において、家畜の集中する地

点の周辺で放牧圧の傾度が存在

する地点を１ヶ所ずつ選定し、

2004年夏に放牧圧傾度にそって

それぞれ3箇所、4箇所に禁牧柵

を設置した。2年間の回復試験の

後、それぞれの柵内と柵外の植

生を、嗜好性の違いに着目し調

査した（図７）。その結果、放

牧圧の増減と共に植生機能タイ

プが変化すること、その変化す

る放牧圧と、高嗜好性草本の回
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図７ 重点調査地における2年間の回復試験による、

嗜好性ごとの植物体積  

図８ 放牧圧に対する植生の変化の立地による差異 
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復速度が異なる放牧圧に関連が見られることが分かった。そこで、植生機能タイプの変化する放牧

圧を砂漠化の基準とすることが妥当であると考えられた。そして  (b) の広域調査において、様々な

立地において、放牧圧の違いによる植生の変動を調査した。その結果、砂漠化プロセスが３つに明

瞭に分かれることがわかった（図８）。まずステップ地域においては、どの地点でも軽放牧下で高

嗜好性草本が優占し、放牧圧の上昇と共に植生量が減少し、植生機能タイプが変化した。そしてよ

り乾燥した潅木ステップの地域では、軽放牧下で潅木が優占し、放牧圧の上昇とともに植生量が減

少した。ゴビステップの地域では、軽放牧下で高嗜好性草本が優占し、放牧圧の上昇とともに植生

機能タイプが変化するが、植生量は必ずしも減少しなかった。同時に行ったエロージョンピンの調

査から、潅木ステップでは風食が活発であった。それが、風食に耐性のある潅木の優占と、低嗜好

性草本の抑制を促したと示唆された。また、以上の植生調査に合わせ、調査地点の放牧圧をペレッ

トカウント法（家畜糞粒数による推定法）、定点カメラ観測、統計資料から推定し、それぞれの立

地における砂漠化基準を超える荒廃と放牧圧の関係を明らかにした。  
 そして、モンゴル国中央県の禁牧柵の風下側および風上側に風速計と飛砂センサーを設置し、春

季における砂塵嵐発生時の摩擦速度と風食量を計測した。同時に設置地点の風上の植生量を調査

し、植生、風速と風食量との関係を明らかにした。さらに、モンゴル国ヘンティ県に流量堰と土砂

トラップを設定し、水・土砂流出量を観測した。試験流域の近傍斜面に縦50m×横25mのプロットを

二つ設置し，そのうち一方を禁牧とした。プロットにおいて流量堰と土砂トラップにより水・土砂

流出量を観測した。これらの詳細な土壌侵食量の測定結果は、サブテーマ2および1における土壌侵

食モデルの検証・調整に用いた。  
 
２）植物の生理生態特性に基づく土壌劣化の評価  

本サブサブテーマは、乾燥・半乾燥地域に

生育する、砂漠化の鍵となるような主要植物

種の気象・土壌の状態に対する生理生態特性

を実験的に把握することを目的とした。まず

対象地域の鍵となる種をサブサブテーマ１の

結果および文献より特定した。そして、2004
年および2005年に、中国内蒙古ホルチン沙地

に生育する7種、モンゴル国セレンゲ県カラガ

ナステップに生育する2種の土壌中の水文含

量と窒素含量の生長に対する影響を解析し

た。多くの植物は土壌水分欠乏に伴い、葉面

積や乾重量が低下した。特にArtemisia 
halodendron、Clinelymus dahuricus、Melilotus 
suaveolensでは、-17.4KPa処理が、-3.1、-2.6KPa
処理に比べ、半分以下の乾重生長を示した。

また、Melilotus suaveolensは水分含量が高すぎ

ても生長が抑制される傾向を示した。

Caragana microphyllaでは、土壌水分の差に拘

わらず、一定の葉面積を維持した。地上部 /地
下部 (S/R)比は多くの植物で処理による差が少

なかったが、水分欠乏で、Medicago sativaでは

有意に低下、Clinelymus dahuricusでは有意に増

加した。なお、Agropyron cristatumとCaragana 
microphyllaでは、異なる産地の植物でもほぼ

同様な反応を示した。これらの実験を通して

得られた植物生理生態特性は、サブテーマ１

における生態系モデルの調整・検証に用いた。 
 
（１）統合モデルを用いた砂漠化EWSの構築  
 本サブテーマの目的は各サブテーマの結果

を統合し、長期トレンドアセスメント、シナ

リオアセスメントを行うことである。  

Slope of linear regression -0.5              0          0.5

図１０  風食量の変化 (1988～2002年 ) 

Slope of linear regression -0.05             0          0.05

図１１ 水食量の変化 (1988～1999年 ) 

水食による砂漠化危険度 0                        12

図１２ 水食による砂漠化の危険度評価 

0                        14風食による砂漠化危険度

図１３ 風食による砂漠化の危険度評価 



 G-2-v

長期トレンドアセスメントでは、サブテーマ２で得られる

指標群とサブテーマ３で得られる砂漠化プロセスと基準、さ

らに立地条件を加味し、砂漠化評価モデルを構築し、広域ス

ケールの砂漠化段階の評価を行った。まずサブテーマ２より

得られた各土壌侵食量のデータより、時系列解析を行った。

その結果、風食量はモンゴル高原のゴビステップ分布域で増

加しており（図１０）、一方水食量はモンゴルハンガイ山脈

山麓一帯およびモンゴル高原のステップ地域で帯状に増加

していることがわかった（図１１）。さらに、サブテーマ３

によって得られた、様々な立地における砂漠化基準となる放

牧圧から、後述の生態系モデルにより、それらの放牧圧に対

応する土壌侵食量

を推定した。土壌

侵食量は気象条件

により年々変化す

るため、各年につ

いて土壌侵食量と

基準値を比較し、

ある年に基準値を

超えた場所にカウ

ントを1つ加える

形で、観測された

全期間についてカ

ウントし、そのカウント数を図化することで、砂漠化地図

を作成した。値が小さいものは、乾燥した年のみに基準値

を超えた地域、一方で値が大きいものは、湿潤年でも基準

値を超えている地域で、砂漠化の可能性が高い場所といえ

る（図１２、図１３）。  
シナリオアセスメントでは、ステップ、ゴビステップ、

砂質土壌それぞれからモデル地域を抽出し（それぞれモン

ゴル国デルゲルハーン（以下DK）、モンゴル国マンダル

ゴビ（以下MG）、中国内蒙古自治区奈曼（以下NM））、

まず（a）人為圧力が生態系に及ぼす影響を評価する生態

系プロセスモデルの構築し、（b）各砂漠化対処技術の費

用と生態系に与える影響を定量化し、（c）数理計画モデ

ルを用いて、各砂漠化対処技術を組み合わせ最適な砂漠化

対処を費用対効果を含め提案する。  
a. 生態系モデルの構築  
 まず、サブテーマ３で得られた立地により異なる砂漠化

プロセスおよび基準を、立地条件との関連でシミュレーシ

ョンを行った。土壌侵食を明示的に取り扱う既往のモデル

がなかったため、生態系モデルMosaic Arid Land Simulator 
(MALS) に、サブテーマ２でも用いたWEAMおよびRUSLE
のカップリングを行った。植物生理のデータは，サブテー

マ３サブサブテーマ２より、葉面積に関連したパラメータ

と、MALSの同化率モデルのパラメータを回帰より得た。

また、サブサブテーマ１より、植物の地下部および土壌の

理化学性のデータを入力した。気象データおよび統計デー

タは現地研究協力期間より収集した。シミュレーション結

果とサブテーマ３による調査の結果を比較し、特に放牧圧

の基準、植生機能タイプの変化、現存量の再現性を確認し

た。  
b. 砂漠化対処技術の費用と効果の定量化  
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図１４ 潅木植栽による風食量への

影響 
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図１５ 様々な放牧管理と緑化工適用時の高嗜好性草本の生産量の推定値 

（モンゴル国中央ゴビ県マンダルゴビの例） 
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図１６ 高嗜好性草本の生産量と、損

益の相関。上からDK, MG, NM。 
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 放牧地の砂漠化対処技術の基本的な考え方とし

て、その管理にはまず放牧頭数のコントロールが基

本となり、より重度の劣化が起きている場合に緑化

工を行う必要がある。そこでまずオプションの一つ

として放牧頭数のコントロールを取り上げた。その

効果は、生態系モデルにおける放牧圧を変化させる

ことで表し、費用 /利益については、変化させた分

の家畜を飼育しない（もしくはする）分の機会損失

/利益とした。計算機資源の都合上、変化させられ

る範囲を現状の放牧頭数の0, 0.5, 1.5, 2, 3倍と設定

した。次に、緑化工における緑化基礎工の中で、中

国で広く用いられる草方格を取り上げた。ただし、

枯れ茎を地表に埋め込むという作業の性質上、砂質

土壌であるNMのみで施工可能とした。草方格の効

果は既往研究で広く用いられており、土壌侵食モデ

ルの表面粗度（地表面の被覆の指標）を変化させる

という定量化をした。費用については、既往文献よ

り、材料費および人件費を考慮した。最後に直接植

物を導入する植生工として、潅木の植栽を取り上げ

た。潅木の被度と土壌侵食量の関連には十分な知見

が無かったため、エロージョンピンを用いて、様々

な潅木の被度における地盤高の変化を調査した（図

１４）。その結果、植被率が30％程度であれば十分

土壌侵食が収まることがわかったので、そのように

パラメータを調整した。費用については、文献より

材料費および人件費を調べた。  
c. 数理計画モデルを用いたシナリオアセスメント  
 a, bで作成した生態系モデルと、砂漠化対処技術

を組み合わせ、さらに現地の共同研究者の協力を得

て作成された、それぞれのモデル地域の地形図、地

質図を用いて、シナリオアセスメントを行った。こ

こでは以下の3ケースを想定した。A: 放牧コントロ

ールのみ、B: 放牧コントロールに加え、干ばつ時

に放牧圧を減少させること、潅木が減少した時に潅

木を植栽する、C: Bと同じだが、潅木ではなく草方格を設置する。ただしCはNMのみ用いられるこ

ととした。仮の初期値依存性を消すために、生態系モデルを全データが揃う期間（DKでは1997～2004
年、MGでは1994～2004年、NMは1990～2000年）について4回、現状の同じデータを繰り返し入力

した後、次の1回の高嗜好性植物の生産量と費用の平均値を算出した。これを全オプションの組み

合わせについて網羅的にシミュレーションした。MGの例を図１５に示す。そして、費用を拘束条

件、高嗜好性植物の生産量を最大化するような線形計画法の単体表を作成し、様々な費用段階に対

する生産量の変動を計算した（図１６）。さらに、砂漠化が起きない範囲での最大放牧圧の最適空

間分布をそれぞれの地域について図化した（図１７）。積極的砂漠化対処の効果が明瞭でないDK, 
MGについては放牧コントロールのみのケースを、草方格の組み合わせが最も効果的だったNMにつ

いては草方格のケースを、ここではそれぞれ図化している。  
 
４．考察  
 広域スケールの砂漠化範囲の推定においては、局所的に砂漠化の可能性が高いところがあるもの

の、北東アジア乾燥地域全体でみると広域の砂漠化の危険性は比較的低いと判断できる。これは、

モンゴル気象水文庁によるモンゴル牧養力推定でも、局所的に放牧圧が牧養力を超えている箇所が

あるものの、全体としてモンゴルは適正放牧圧状態であるという結論と一致している。中国におい

ても、砂漠化が顕著だった1960～80年代と異なり、90年代からの活発な政府の砂漠化対処施策が功

を奏し砂漠化が減少しているという報告があり、本研究課題の結果と整合すると考えられる。  
 しかしながら、モンゴル国は90年初頭の市場経済化から、放牧圧の激増→干ばつによる激減→再
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図１７ 砂漠化が起きない範囲での  
最大放牧圧の分布（＝持続性を維持しながら

最も牧業収入を高くするための放牧圧）。上

からDK, MG, NM。  
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度放牧圧の増加、と非常に不安定な牧業が続けられており、そのような不安定な状況が牧民の首都

ウランバートルのスラム街への流入を促している。逆に中国では放牧から一斉禁牧および舎飼への

強制移行が起きており、適正なバランスを維持し持続的な放牧を行うという状況からはかけ離れて

いる状態である。本研究課題のシナリオアセスメントの結果から、ステップおよびゴビステップ域

では、土地の脆弱性に従い放牧圧を増減させることで、むしろ放牧圧を上昇させ牧民の収入を増加

させても持続的な牧草の生産が可能であることが示された。一方で砂質土壌の地域においても、放

牧圧を増加させることが可能な脆弱性が低い立地において牧業生産を増やしつつ、荒廃した場所に

緑化工を施工し植生の回復を促すことで、安定した牧草生産と増収が両立できることが示された。

砂質土壌の地域で積極的対処が有効だったのは、現状でも比較的他の地域に比べ荒廃している場所

が多かったこと、また土壌の脆弱性が高かったことに由来すると考えられる。  
このように、本研究課題が目指した、土地の脆弱性に着目し、砂漠化指標・基準の議論を統合し

た砂漠化早期警戒体制が、北東アジア乾燥域の持続性に直接寄与する土地管理施策に、具体的な方

法と経済性を伴って貢献しうることが示された。  
 
５．本研究により得られた成果  
（１）科学的意義  
 
1. 砂漠化EWSに最も近いシステムは、ドイツのトリアー大学等が地中海地域で開発中のDeMon II

であったが、これは砂漠化指標によるアセスメントの段階にとどまっていた。本研究課題によ

る土地の脆弱性を考慮した砂漠化指標および基準による砂漠化評価は、世界でも最先端の研究

成果となる。  
2. とくに本研究は、統合モデルを用いて砂漠化防止の対策オプションとその対費用効果を評価で

きるシステムを構築したものであり、すでに実用化されている干ばつEWSにおいてもいまだ採

用されておらず、砂漠化分野では高い独創性を有する。  
 
（２）地球環境政策への貢献  
 
1. 砂漠化EWSにより、北東アジア乾燥地の砂漠化の進行程度、土地の脆弱性分布を広域的に評価

した。客観的な砂漠化地図の作成はアジア地域の大きな課題であったため、波及効果も高いと

考えられる。  
2. 砂漠化EWSにより、さまざまな政策オプションの客観的評価が可能となり、最も妥当で実現可

能な土地利用方策の提案と、その対費用効果の定量的な提示を行った。こうした政策オプショ

ンの評価が可能な砂漠化EWSは世界でもはじめてのものである。  
3. フィールドでの局地的な土地の脆弱性を評価する基準・指標の把握により、砂漠化地域におけ

る土地劣化程度を診断する手法の確立に貢献できる。こうした現地で使える基準・指標の開発

は、世界的にも求められているものであり、その有用性と実用性は高いものと考えられる。  
4. COP6の科学技術委員会 (CST)で、（１）締約国は、EWSのパイロットスタディを実施し、COP7

(2005年開催 )前に進捗状況を報告すること、（２）締約国及び国際機関は、発展途上国による

EWSのパイロットスタディの実施を支援すること、が決議された (ICCD/COP(6) /L.8)。本研究課

題の成果は、砂漠化EWSに関する日本の北東アジアでの取り組みとして、2005年10月にナイロ

ビで開催されたUNCCD COP7 において、砂漠化EWSに対する日本国政府の公式提案として報

告され、高い評価を得た。また、2006年9月に開催されるCRIC5研究調査室においても、本研究

課題の成果がＣＳＴに関連する貢献も含めて報告された。さらに、専門家会合 (GoE)を通して、

2007年9/4～7にスペインのマドリードで開催予定のCOP8における公式ドキュメントとして採

用され（ ICCD/COP(8)/CST/2/Add.6）、本研究課題代表者自ら発表することが決定している。  
5. 2005年1月神戸で開催された国連防災世界会議のために発行された書籍  “Know Risk” (2005; 国

連国際防災戦略  UNISDR 監修 ) に、砂漠化対処２事例のうちの１例として取り上げられた。

6. 本研究課題の実施は、アジア地域のとくにTPN1とTPN5への日本の貢献につながると考えられ

る。とくに、基準・指標、モニタリング・アセスメント、EWSは、相互に深く関連しあってお

り、それらを統合するプラットホームの提供は、TPNsの議論の進展と統合化にも貢献すると考

えられる。  
 
６．研究者略歴  
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